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一 色彩教 育 と して の 厂色 図」
緒 方 康
一 1
　わ が国の 近 代教育が端緒 に つ い た ばか りの 1873 （明 治 6 ）年 ， 小学校低学年 の 教科 内容 に 「色
ノ 図」 と い う課 目が登場した 。 の ちに 「色図」 と称 され る こ の 課 目は ， 次 に示 す 2葉の 掛図を も
っ て ， 色彩に 関する知識を ， Siとしそ 「問答」 とい う形式によ り理 解 させ よ うとす るもの で あ っ
た 。（以下 図 の 通 り，それ ぞれ を第 1色 図 ， 第 2色図 と呼ぶ こ ととす る 。 ）
　 　 　 　 　 緑紺 　 紫 色柑 　 　 　 　 　 黄，青　　 赤



























































































図 1 第 1色図 第2 色図
　上 の 右の 図に み られ るの は ， 色相環 （Color　Circle，色を ス ベ ク トル の 順 に 円形 に 配列 した も
の 。 以下 色環 と略称す る 。 ）の 一形式 で ある 。
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　 ニ ュ ート ンが彼の 著書 「光学』（1704年）に おい て ，プ リズ ム を用 い た さまざまな実 験に もと
づ き，太陽 光線が屈折率の異 な る 7種類の 色光の混合に よ っ て 成 り立 っ て い る こ とを示 し， 物理 光
学 として の 色彩学の基礎を きつ い た こ とはよく知 られて い る 。 彼は こ の ほか ， 色彩が極めて 生理
学 ・心理 学的な問題で ある こ とを も洞察して い た 。 また色 彩学史上 初めて 色環を考案 した 。 以後
色 彩 の 科学は ， ニ ュ ー ト ン が基礎を きつ い た 物理 光学と ， 彼の 示唆 した生理 ・心 理学 ， そ して 色
環 に代表され る色の体系的分類法を軸 として 発展 し ， 現在に 至 っ て い る。
　 ニ ュ ー トン に 端を発す る色環に よ っ て ，色彩を 科学的に説明 しよ う とす る試みが ， 単純 な形式
と は い え発足後間もな い わが国の初等教育の 内容 として 登場す る こ とは ， 色彩を研究す るもの に
と っ て 大変興味深い 問題で あ る 。 こ の 「色 図」に つ い て は ， 美術教育を含む教育史関連 の 出版物
に 断片的 に 記述 され て い るが ， 「色 図」の 生れ出た 背 景に わた っ て 述べ られて い るもの は管見の
範囲 で は見 当た らな い 。 本稿に お い て は ， 短命で はあ っ たがわ が国の 色彩教育の は じまりともい
うべ き 「色図1 に つ い て ， そ の成立 の 過 程 と背景を さ ぐり， 明治期に お け る色彩教育の一端を概
説 して みた い 。
2
　わが国の 近代教育制度が ， 1872 （明治 5）年 IC制定 された 「学制」とともに ス タ ー F した こ と
は周知の通 りで ある 。 8月 3 日文部省布達第 13号 と して 公布され た 「学制」で は ， 全国を 8 の 大
学 区に ， 1大学区を 32の 中学区に ， 1中学区を さ らに 210の 小学区に 区分 し， 各学区に大学校 ・
中学校 ・小学校を 1校つ つ 置くもの と定 め られた 。 こ の うちも っ とも設立を優先 させ た の が小学
校で ある 。 当初の 計画通 り全国の 学区に小学校が設立 されれば ， 総計53，760の 小学校が生れる こ
とにな る 。 明治新政府の財政状態で は こ の 実現は と うて い不可能で あ っ た が ， 維新以前の藩校 ・
藩の 屋敷跡 ・寺院ある い は寺小屋を引継 い だり転用 を計 る こ とな どに よ っ て ， 1873 （明治 6 ）年
には 12，　558の 小学校が開校 し ， 1，145，802名 の 男女生徒が就学 して い る 。 こ の よ うに して 明 治 新
政府 は 「学制」 に もとつ い て 全 国規 模の 教育制 度を ス タートさせ たが ， 直面す る問題は教育内容
の 整 備 と教員不足へ の 対処で あ っ た 。 特 に教員 に つ い て は 「学制」に お い て
　　　小学教員 ハ ， 男女 ヲ論ゼ ズ年齢二 十歳以上 ニ シ テ ， 師範学校卒業免状 ， 或 ハ 中学免状ヲ得
　　 シ モ ノ ニ 非ザ レ バ 其任 二 当ル コ トヲ許サ ズ D 。
と制 限 して お り， 教員 の 養 成 は さ し迫 っ た問題 で あ っ た 。 こ れに対処する た め
　　　小学校ノ外師範学校ア リ。此校ニ ア リ テ ハ 小学 二 教ル 所ノ 教則 ， 及 其 教授ノ方 法 ヲ教 授
　　ス 。 当今二 在 リテ極メテ要急ナ ル モ ノ トス 。 此 校成就 ス ル ニ 非ザ レ バ ， 小学 ト雖モ 完備ナ ル
　　コ ト能 ハ ズ 。 故 二 急 二 此校 ヲ開キ，其成就 ノ 上 ，小学教師 ル タ 人 ヲ 四方 二 派出セ ン コ ト ヲ期
　　 ス 2）o
と定め ， 「学制」 の 発布に先立 っ 1872 （明治 5）年 5 月29日 ， 文部省は東 京に直 轄の 師範学校を
置い た 。 上の引用 にある よ うに ， わ が国の 実情に則 した教育内容の 充実を計 るとともに教員を養
成す る こ とが師範学校設立 の 目的 で あ っ た 。 しか し小学校 と師範学校 の 開設が殆 ど時期を同 じ く
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し た た め ， 、当初小学校 の 教育内容は 「小学教則」 として 文部省が こ れを定め ， 公布 した。「学制」
発布翌月の 9 月 8 日 の 事で ある 。 こ の 「小学教則」は，フ ラ ン ス の 制度を中心 に 欧米の教育内容
を参考 と して まとめ られ た もの で ， 教科書な どは教育 内容 に則 して 編纂 された もの が まだ準備さ
れて い なか っ た ため，当時流布 して い た 欧米文化の 啓蒙書や飜訳 物がそ の 代用 と して多 くとり入
れ られて い た 。 例え ば 「西洋衣食住」（片山淳之助著 ， 慶応 3 年刊）， 「学問ノ ス ・ メ」（福沢諭吉
著 ， 明治 5年刊）， 『啓蒙知恵ノ環」 （瓜生 寅訳 ， 明治 5年刊）な どで あ る 。 い わば 文部省編 「小
学教則 」は ， 師範学校で の 実地教育を もと に ，わ が国 の 新 しい 教育制度 に ふ さわ しい 教育 内容が
定め られ教科書が編纂され るまで の ， 漸定的色彩 の強い もの とな っ て い た 。
　一方新設 された師範学校 は 9月 に授業を開始 し ， 11月 に は教科書編纂 の た め の 編集局を 置 い た
が ， 翌年ア メ リカ人 ス コ ッ ト （Marion　M ．　Scott，1843−〕1922）の 指導の もとに作成 した 「小 学
表一1　下等小学教則
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90〜91ペ ージ 「明治 6 年師範学校創定小 学 校教則概表」 に よ る。
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教則」を発表する。 文部省は従来の 「小学教則」 に代え て ， こ の 師範学校制定 「小学教則」 を全
国に 普及 させ る方針 をと っ た 。
　こ の師範学校編 「小学教則 」 の 中の ， 下等小学教科表（表一 1）7級 3） の 「問答」 に ， 「色 ノ 図」
との 記述が あ る 。 教科表の 7 級とは ， 今で い う小学校 1年生後半で の 授業 に相当す る 。 「色 ノ図」
に代裘 され る色彩関連の 授業 は， こ の の ち改正 された 「小学教則」で は第 8級 ， 第 7級の 「読法」
およ び第 6 級 の 「問答」 に 「色図」 と して とり入 れ られ て 行 くが ， こ の 「色図」 こ そは，．わが国
の 色彩教育の は じまりとい うべ きで あろ う。
一 3 一
　 「色 図」 とは ， は じめ に 図で 示 した よ うな 2 葉の掛図で あ っ た が ， こ れに よ っ て い かな る内容
の色彩教育が行なわれた の で あろ うか 。
　先 に述 べ た よ うに ，文部省 は師範学校制定 の 「小学教則」を全国に普及 させ る方針 と したが ，
こ の 「小学教則」 は ， ア メ リカ の 小学校に お ける教育 内容を ， 教科書 も含 めて 殆 ど直接的に とり
入れた点で ， 先の 文部省編 「小学教則」 と大 きく異な っ て い た 。
　1872（明治 5 ）年創設の 師範学校は ， 「外国教師 ヲ雇 ヒ 彼国小学 ノ規則 ヲ取テ新 二 我国 小学課
業ノ 順序 ヲ定 メ彼ノ成法 二 因テ我教則 ヲ立テ」 4） よ うとす るもの で あっ た 。 こ の た め師範学校設
立に際し外人 教師 1人 を雇 う こ とを規則 で 定め ， さ らに 「教師 二 十四入 ノ 生徒 二 授業 ス ル ハ ー切
外国小学校 ノ 規則 ヲ 以 テ ス ル 事」 5） と した 。 こ の 時外人教師 とし て雇われ た の が ， 当時お雇 い 外
国人 と して大学南校に在籍 して い た ア メ リカ人 ス コ ッ トで ある 。 彼はサ シフ ラ ン シ ス コ におい て
小学校長の経歴をもち ， 師範学校で は ア メ リカ 小学校の 教科書 ・教具 ・教材を も っ て 教授法 の 実
地 伝習 に 当 っ た 。 こ の 時ス コ ッ トが導入 し た の が ， 当時 ア メ リカ の 小学校で 用 い られ て い た ウ ィ
ル ソ ン （Marcius　Willson）の読本．（第 1読本か ら第 6読本で ある 。 表題 は第 1読本の 場合 The
First　 1〜eader 　Of　the　 School　 and 　 Family　Series）や掛図類 （A 　 Series　of 　School　and 　Family
（］harts）で あ っ た 。 特に こ の 掛図に よ る教育は，教科書の 普及 して い なか っ た 当時 にあっ て は，
学童 へ の 一斉授業に は有効な 方法で あ っ た た めか ， そ の 頃の 授業風景を紹介 した書物や版画 ， 例
え ば 「小学教 授法」（明治 6 雄風舎）， ある い は 「小学校授業風景』（明治11）などに よ くこ の 掻
図によ る授業が とりあげ られて い る 。 「色図」 は こ の掛図の 中の
一種で ある 。
　残念なが ら管見の 範囲で は ， 掛図 として の 「色図」 は見当 らな い 。 ただ ， 当時文部省で の 教科
書統制 はな く， 教科書の普及 を計 るため文部省は ， 「小学教則j や文部省 と師範学校で 編 纂 した
教科書を標準 と して ， 各府県で の 飜刻 出版を許可 して い る。こ うした事情を反 映して 「色図」 の
解説書が各地で 出版され て お り ， そ の 一部が現存す る 。 出版年次を追 っ て書名を あげ る と ， 次 の
通 りで ある （表一 2）。
　今筆者の手元 に ある の は ， こ の うち富士越金之助 「小学色図解」（図一 2）， 家原政紀 「色図問
答」（図一 3 ）， 大槻文彦 ・ 榊原芳野 「色図釈」（図一 4）の 3冊で あるが ， 『色図釈』の 奥付に 「文
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部省御蔵版飜刻」 とあり， こ れを 「色図」解説書の 標準版 と考え て よ い の で はな か ろうか 。




　 「色図釈」は 甲 ・ 乙 両編よ りな っ て い る 。 これは ， 掛図 として の 2 葉の 「色図」 に それ ぞれ対
応 して い る 。 甲は先に示 した第 1色図を ， 乙 は第 2色図を指す 。 甲に記述 され て い る 「上 階」は
第 1色図に示 された色 コ マ の 最上段に当 り， 「第一階」よ り 「第七階」 まで は上 階に続 く 7種 各
5 色の 色グル ープを意味す る。 「合色標」は 第 1色図左側部の 2 色混合を図示 した部分 に相 当す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 69 一
　これ ら解説書をもと と して推定 され る r色図」教育の
内 容に つ い て は ， すで に 山形寛 「日本美術教育史」（昭
和42年　黎 明 書 房）や 中村亨 「日本美術教育の 変遷』
（昭和 45年　 日本文教出版株式会社）で 触 れ ら れ て い
る。
　先 に掲げた一覧表に みる通 り， 解説書 の 出版地は各府
県 に またが り， そ の 内容 も基本的 な大筋で は共通 して い
るもの の ， 解説 の 程度は簡易な もの か ら詳細にわ た る も
の まで ま ちまちで ある 。 例え ば ペ ージ数で み て も14ペ ー
ジ程度か ら42ペ ージ まで の 幅がみ られ る。こ こ で は文部
省蔵版 ， 大槻文彦 ・榊原芳野に よ る 『色図釈』全文の 紹
介を通 じて ，「色図」 の 内容を知 る手だ て と して み た い 。
『色図釈』は各種解読書中で はも っ とも 簡 易な もの で あ
り， 文部省蔵版で あ る こ とよ り考え て 「色図」解説 の要
点の みが記述 され て い る と考え られるか らで あ る。
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る 。
　乙 に お い て重要なの は第 2 色図 の 色環中 の 色名 と共 に示 されて い る数字 の意味で ある 。 『色図
釈」で は ， 末尾の 表の 「和合及割合」で 数値の 内容が （ ） 内に示 され て い る が ， こ の 問題に つ




此 階ニ ア ル 七色ハ 是三 角破瓔 ニ テ 日光 ヲ透映 セ シ メ テ生 ズ ル 色 ナ リ其中別 二 三 ヲ分テ ル 者ハ
其色七種 ヲ見 ハ ス ト雖其原 ハ 青黄赤 ノ 三 色二 過 キザ ル ヲ示 ス 餘 ノ 四色 ハ 三 色ノ両間 二 生ジテ
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日光所 生 ノ 原 色ナ リ各下 二 注 ス
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三 角破瓔赤黄 ノ 間 二 生 ズ 即赤黄 ノ 合色ナ リ
青黄 ノ 間 二 生ズ 即青黄 ノ 合色ナ リ
青赤ノ合色 ナ リ
紫青 ノ 間 二 生ズ即紫青 ノ 合色ナ リ
　　赤色 ノ 部属 ヲ 列 ス
　 　 　 　 　 　 　 　 ハマナ ス
赤紫ノ合色 ニ シ テ 攻瑰ノ 花色ナ リ
洋紅ノ 色 ニ シ テ 日光所生ノ 色ナ リ
カルマイ ン
赤柑 ノ合色ナ リ
硫化汞即朱銀 ノ 色 ナ リ然 レ ドモ 支那ノ銀朱 ヨ リハ 差 く黄 ヲ帯 ピ タ リ
石 竹花ノ 色 ナ リ
ピ 　 ン 　 ク
　　黄色 ノ 部属 ヲ 列 ス
マル プ ン ユカ A
香 椽 ノ未熟ノ 色 ニ シ テ 柑 ト緑 トノ 合色 ナ リ
日光所生 ノ 黄色ナ リ
檸檬ノ 熟 セ ル 色ナ リ
  舅 ．
金絲雀 ノ 羽色ナ リ
黄 ノ 至 浅ナ ル モ ノ ニ シ テ 藁 ノ 色ナ リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 スト ラ ウ
　　青色ノ部属 ヲ 列 ス
青紫ノ合色 ニ シ テ深青二 赤 ヲ帯 ビ タ ル ナ リ
グ ンジ ヤ ウ
空青ノ 濃キ者ニ シ テ即 日光所生ノ青色ナ リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブ ル シ ア ン
俗 二 所謂花色 ニ シ テ普魯士 青ノ 色 ナ リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブ ル ー
縹 ノ 淡キ者ナ リ
至淡ノ 縹ナ リ
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　以上 原色 ノ部属ナ リ
　　第四階　柑色 ノ部属 ヲ列ス
ク f 　ハ　 イ m



























キ ン ク ワ シ ヨ ク
董花色
攤 蠍 紫 一 ・ テ 「ラ イ ラ ・ ク曙 ・酩 ナ リ
羅 琶 至淡紫・ ・ テ 「・ ヴ ・ ン デ ル 」薯・ 花色 ナ リ
　　第七 階　椶色 ノ部属 ヲ 列 ス
ク リ ィ v
栗色 　　葡萄酒 ノ 色 ニ シ テ椶色様 ノ 攻瑰色ナ リ
ソウ シヨク
椶色　　椶櫚毛 ノ 色 ナ リ説下 二 見 ユ
シ ソ ウ シ l ク
紫椶色 　紫柑 ノ合色 ニ シ テ赤 ヲ帯 ヒ タ ル 椶色ナ リ
f ヤ ov イ P 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カギ タバ コ
丁子色　椶色ノ黄 ヲ帯 ヒ タル 者 ニ シ テ 鼻烟 ノ 色 ナ リ
ハヒ イ ロ
灰色 　　椶色至淡 ノ者 ニ シ テ 俗 二 所謂鼠色二 似 タ リ
　　　合色標
黄赤ノ合色 ニ シ テ 日光所生 ノ 色ナ リ
サ 　 　ケ
松魚肉ノ 色 ニ シ テ火黄 二 赤ヲ帯 ヒ タル ナ リ
サ ル e ン
柑色 ト黄 ノ含色ナ リ又柑黄 トイ フ 原ハ 熟皮ノ 色ナ リ
ミ ル 　 ク
乳酪上面 ノ色ナ リ
　 　 ウ ワ ス ミ
　　緑色ノ部属 ヲ列 ス
橄攬ノ色 ニ シ テ紫緑ノ合色 ナ リ
オ リ　フ
黄青 ノ 合色 ニ シ テ H 光所生ノ色ナ リ




　　紫色 ノ 部属 ヲ列ス
至 深ノ紫色ナ リ
日光所生ノ 紫ナ リ
　 　 　 　 　 　 ス　 E　レ
即紫青 ニ シ テ 董菜ノ花色是 ナ リ
憙ぐく《
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　以上紺 ヲ 舍 テ 第 二 色 ノ成ル 所以 ヲ示ス
日光色色 ハ 上 階 二 列 ス ル 七色 ヲ玻巉 二 透映シ タ ル 順序 ノ マ ・ 二 挙ケ タル ナ リ最上端ノ紫 ハ 青
ト最下端 ノ 赤 ト反射 シ テ生ズ ル ナ リ
色図釈　乙
　 　 　 　 　 e　 　o 　　 o　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 o
凡一色毎 二 配合色 ト称ス ル 者 ア リ配合色 トハ 其一色 ト相合 ス レ バ 太陽光線ノ 日光 ヲ生 ズ ル 割
　 　 　 　 　 　 　 　 　 o
合 ヲ生 ゼ シ ム ル 所 ノ色 ヲ指 シ テ 云 ヘ ル ナ リ例 ヘ バ 赤 青 黄 ノ 三 色 ハ 表 中二 記 セ ル 割 合 （五 八
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 む
三 ）ニ テ合数十六ヲ成 シ テ 白ヲ生ズ故 二 総 ベ テニ 個 ノ 配合色 ノ相合ス ル 割合 ハ 必十六 力或ハ
　 　 　 o　 　e
十六 ノ乗数 ヲ成サ N’
t
ル コ ト ヲ 得 ス 其諸色ノ 配合色 ハ 表 中諸色 ノ下段 二 直 二 列 セ ル 色ナル コ ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Q　 　e　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　ヘ
ヲ表 ヲ 見 テ 知 ル ヘ シ故 二 第二 属色ヲ除 ク ノ外 ハ 各色皆二 個 ノ 配合色 ヲ具 ス ル ヲ得 ル ナ リ但縁
り　　　　　　　　　　　　　 o　 o　 o　 o　 e
辺 ナル 色ノ 即一段淡キ所 ノ 色パ ー種最殊別ナル 配合色 トス
椶栗 ， 灰 ノ 三 色ハ 時 トシ テ半 不偏倚色ノ称 ア リ諸原色ノ ー定 ス ル 割合 ナク シ テ成 レ ル モ ノ ニ
テ 絶 エ テ 定 リタ ル 配合色ヲ具セ ズ
　 　 　 　 　 　 　 　 e　 　e　 　 o　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　 e 　　e 　　 e
原色 ノ相合 セ ル 者第二 色 ヲ生 ジ第二 色 ノ 相合 セ ル 者第三色 ヲ生 ジ第二 色 卜其交界ス ル 原 色 ト
　 　 　 　 　 e　 　e 　　 o　 　　　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 o　 　o 　　 o　　 o
相合セ ル 者第二 属色ヲ生 ジ第三 色ノ相合セ ル 者第三 属色 ヲ生ズ三 原色及其相合 ス ル ノ 割合ハ
既 二 前 ニ コ レ ヲ説ケ リ其餘ハ 図 二 就キテ容易 二 之 ヲ推知ス ル ヲ得 ベ シ
　 　 　 o 　　　　　　　　　　　　　 e 　　e 　　　　　　　　　　　o 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e　　e
染色師青 ヲ 目 シ テ最冷色 ト シ 柑 ヲ 目 シ テ 最熱色 トス 紫 ハ 最退却 ス ル 色ナ リ藍紫ハ 他 二 此 ス レ
バ 其力最速 ク衰減 シ 其位 置深奥ノ距離 二 見 ユ ル ヲ 以 テナ リ紫ノ 配合色ナ ル 黄 ハ 光線 ヲ反射 ス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o 　 　e









（黄 三 ， 青八）
（赤五，青八 ）
（柑 ト緑 ＝赤五 ，黄六 ， 青八 ）
（緑 ト紫＝赤五 ， 黄三 ， 青十 六 ）
（柑 ト紫 ＝ 赤十 ， 黄三 ， 青 八 ）
（柑 ト赤＝赤十，黄三 ）
（柑 ト黄＝赤五 ， 黄六 ）
（緑 ト黄 ＝ 黄六 ， 青入 ）
（緑 ト青；黄三，青十六）
（紫ト青 ＝ 青十六 ， 赤五）
（紫ト赤 ； 青八 ， 赤十）
（紫椶 ト香椽＝赤十五 ，黄九，青十六 ）
（香橡 ト橄欖；赤十，黄九，青廿四 ）
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　 こ れ によ ると 「色図」教育の 内容と して は，まつ 第 1色図に よ っ て ス ペ ク トル と して の 7原色
と ， そ の 中の 紺を除い た 6色に茶系統を加えた 7色の お の お の 同系色各 5 色の 解説 ， さ らに赤 ・
橙 ・ 黄 ・ 緑 ・ 青 ・紫 の 2 色同志 の 混合例が ，簡単な図 で 説 明 され て い る 。 第 2 色図にお い て は ，
赤 ・ 黄 ・青を 3 原色と し， こ の 3 色の組合せ に よ り得 られ る代表色を ， そ れ らの 色 の 3原 色構成
比 の 合計数 と共に示す こ と，およ び暖色 。寒色 ， 前進 色 ・後退色 の 解説よ りな っ て い た こ とが わ
か る 。
　 『色図釈』 甲の解説を ， 前掲20冊の解説書の 中で ， 比較的 ペ ージ数が多く内容も豊か な もの と
比 べ て み る とど うで あ ろ うか 。 例 え ば富士越金之助 「小学色 図解」で は ， 第 1章の 総論を次の よ
うに は じめ て い る 。
　　　凡 そ地球上 に現在す る物体は一と して 色を保有せ ざるはな し然 して其色た る一も其物体の
　　自然 に 固有す る物 に非ず皆大陽の 光線を受け始 め て 是を人 目に 反射す る に 由れり （中略）
　　　大陽の光線は常 に白色に見 ゆれ ど も元来七種 の色を具備す るもの に して 是を分析す るとき
　　は則 ち七色を顕はす可 し虹 霓の 七色な る も此理 に 由れ り若 し此七色を 混合すれば則 ち元 の 白
　　色 とな るなり （後略）8）
また家原政紀 「色図問答』で は
　　　色 ノ 原タ ル 日光所生 ノ 三 正 色即チ青黄赤 ニ シ テ諸色悉ク コ ノ合成 二 属セ ザ ル ハ ナ シ試二 暗
　　室 ノー方二 小孔 ヲ穿チ其処 二 三 稜ノ 玻璃 ヲ嵌 シー道 ノ光線ヲ 通 ズ レ ハ 其孔 ト相対ス ル 白壁上
　　 二 第一図ノ 如 ク七 彩色 ヲ印 ス 則 チ紫紺青緑黄柑赤ナ リ （中略）然 ル ニ 此七種ノ彩色 ヲー個二
　　集ム レバ 第二 図 ノ 如ク 自色 トナ ル ナ リ之ヲ大陽光線ノ 白光 ト云 フ （後略）
9）
とある 。 『色 図釈』で は ， 「此階ニ ア ル 七色 ハ 是三 角玻瓔 ニ テ 日光 ヲ透映セ シ メ……」 と僅か 4行
足 らずで か たづ け られ て い る部分が ， こ の よ うに ある程度詳 し くか つ 科学的色づ けを も っ て 解説
されて い る こ とがわか る 。 窮理 （物理学を主とする 自然科学） ブーム に わい た明治初期の啓蒙活
動を彷彿と させ る記 述で あ る 。 こ の よ うな記述方式は ， こ の 他 橋爪 貫一 「小学色図問答』， 榧木
寛則 『小 学色 図解」に も共通 して お り ， 文 部省版 『色 図釈 』とは きわ立 っ た対照をな して い る こ
と は興味深 い 。
　こ の 他 ， 問答形式の 授業に 役立 て る工 夫 もみ られる 。 例え ば 「小学色図解」で は，第二 章第一
図上 の 疑問と して
　　　第一　　大陽 の 光線は幾可 の 色を保有するや
　　　第二 　　七色を詳説せ よ 10）
な どの 設 問が用意 され て い る 。
　 「色図問答』で は ， 「幼童初学暗記 ノ 便 トス ル 左 ノ 如 シ 」 と して ， 表 題 の 通 り次の よ うな問 答
が設 け られ て い る 。
　　　問　 　日光 二 幾色 ア ル ヤ
　　　答　　七色ア リ
　　　問　　七色 ハ 何 々 ナ ル ヤ
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　　　答　　紫紺青緑黄柑色赤ナ リ11）
上の 2冊 に はい つ れ も， 文部省版の 素気な い 記述を さけ ， 教育の現場で 役立て よ うとする配慮が
み られる点を評価す べ きで あろ う。
一一 4 一
　さて こ う した 「色図」の 内容が ，ウィル ソ ン の 掛図に 由来する こ とは先に述べ たが ， こ の ウ ィ
ル ソ ン 掛図に お ける 「色図1 は どの よ うに扱われ て い た の で あろ うか 。
　師範学校で 1873 （明治 6 ）年に 製作 された と いわれる 2 葉の 掛図同様 ， ア メ リ カ の小学校で 用
い られ た掛図も未見 で あ るが ， ウィル ソ ン 掛図に は別 に マ ニ ュ ア ル が用意 され て い tc。 表題は次
の 通 りで全 332ペ ージよ りな る掛図指導用教則本で ある 。
　AManual 　of 　lnformatien　and 　Suggesttons　for　Oうブ60’ Lessons，　in　a　course 　of 　Elementary
Instruction　adaPted 　to　the　use （ゾ the　School　and 　Family　 Charts，　and 　other 　 aids 　 in　 teaching
by　Marcius　WMson ，　New　York ：Harper ＆ BrQthers， 1875 （4th　ed ）
こ れ に よ りウ ィ ル ソ ン 掛図の 全 貌 ， お よ び 「色図」 の 内容 を よ り詳 く知 る こ と が で き る。なお表
題 中の 0う」60’ Lessons とは ， ペ ス タ ロ ッ チ主義に もとつ く， 実物を通 じて の 教育法で あ る 。
12）
　ウ ィル ソ ン の マ ニ ュ ア ル に よれば ， ウ ィル ソ ン 掛図 は読 み ・書き ・ 言語 ・ 図形 ・ 数 ・ 動物学 ・
植物学な ど ， 全部で 22の 掛図 （原本で は Chart）よ りな っ て い た 。 「色 図」に相当する の は掛 図
No　13 の FAMILIAR 　COLORS と No　14 の CHROMATIC 　SCALE 　OF 　COLORS で あ る　　、
が ， 特に NO 　14 の 解説に は約30ペ ージ を費 して ， 当時の ヨ ーロ ッ パ にお ける色彩学の権威で あ
っ た イギ リス の 化学者 フ ィ ルー ド （George　Field， 1774〜1854）や フ ラ ン ス の 化学者で あ り色彩
調 和理論の 創始者 と もい うべ き シ ェ ブル ール （Michel　Eugene　Chevreu1，1786〜 1889）の 理論
の 紹介が な され て い る
13）。 「色 図」 に お ける色環は ， 基本的に はフ ィ ール ドの ChromatograPhy
（1835年）に よ っ tcもの で あ る 。
　第 1色図の 原図とな っ た ウ ィル ソ ン 掛図 No 　13 の 構成が ど の よ うで あ っ た か に っ い て は ， マ
ニ ュ ァ ル に そ の 図は の せ られ て い ない ため不 明で ある 。 ただ マ ニ ュ ア ル の No 　13掛 図解説の 冒
頭に 「一般的な35色 を示 した」 との 記 述が あ るが ， こ れ は第 ユ色図に み られる， 7段各 5 色よ り
な る色 見本の合計 35色と一致す るた め ， ほ ぼ第 1色図 と同等の 構成で あ っ た と考え られ る 。 マ ニ
ュ ア ル に おけ る No 　13 の掛図の解説 は次 の よ うに は じま っ て い る 。
　　　 こ の 図表 ICは ， 絵や 衣服や 花な どで な じみ の 深い 基本的な 35色が ，一番よ く知 られ て い る
　　名前を ともに示 して あ る 。 そ の 目的は ， 色を区別す る た め に 「目を訓練1 する こ と ， また 色
　　を個別 に 見た場合で もよ く見分け られ る こ とに ある 。 こ の 目的を補な うた め ， こ の 掛図に は
　　写 しの カ ー ドが つ い て お り， そ の サ イ ズ と色は ， 掛図 の 中の それ と関連づ け られて い る 。　　　　　　　　　　　　　　　　 噛
　　　色 の 性格や配合 ， 効果を で き るだ け科学的に 示すた め に ， 次 の No 　14 掛図を 参 照 す る こ
　　ととす る 。 こ こ で は ， 生徒に は主 に色彩に つ い て の 導入 的原理 を説明す るだけで 充分で あろ
　　 う14）。
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緒方 ：明治 とデザイ ン
　こ こ に述 べ られ て い る No　14 掛図の構成 は ， マ ニ ュ アル に も彩色 の な い 縮 少 図と して の せ ら
れて い る （図一 5）。
図 5Marcius 　Willson
　　
’“AManual 〔ゾ勧 7甥 疏 oη and 　Sugge−
　　 3’纏 3 掴 0う％o彦 Lessons
”
　　 New 　York，1875 （4th　ed ）
　　 98ペ ージに お け る色環。な お こ の 図に も っ
　　　と も近 い 図版 を用い て い る解説書は松川半




　 　 London ，1835
　　 図版 における色環。数宇は外周に示 され て
　 　 い る。
　図 の 下 の注釈 に は ， 「色環 （原本で は Chromatic　Scale） は フ ィ
ール ド と シ ェ ブ ル ール の 色
環よ り構成した」 とあ るが ， 基本的に は フ ィ
ール ドに よ っ て い る（図一 6 ）。 シ ェ ブル ール の 理 論
として こ の色環に 導入 され て い るの は ， 1次色
・．2次色上 （例えば 図で は RED ）に きざ まれ た
1 か ら 5 まで の 目盛 りと ， 副 2次色 （例えば図の Orange −Red）上 に きざまれた ， 1か ら 9 まで
の 目盛 りで ある。前者の 目盛 りは シ ェ ブ ル ルー の toneス ケ ルー の 概念が簡略化された もの で あ
る （図一 7 ）。 彼の tone ス ケ ール は ， 純色に 白を加え て 得 られ る tintグル
ープと ， 黒を加え て
得 られ る shade グ ル ープの 階調を ， 白を 0 ， 黒を21と し間を20等分 して ス ケ ルー と したもの で ，
今 日の 明度軸に 近 い 考え方で ある
15）
。 No 　14掛図で は tintとして 5段階 ，　 shade と して 5段階
が導入 されて お り （ただ し shade の 5段階は ， 図に は現れな い 。） シ ェ ブ ル ール の ス ケール の半
分の 目盛 り数とな っ て い る 。 後者の 目盛 りは ， 色相の 分割で ， シ ェ ブル
ール の色環で は代表色 は
12色 よ りな り ， こ れを各色相 を左廻 りに 1か ら 5 の 目盛 りで 6等分 して ある （図一 8 ）。
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図 7　M ．E．　Chevreul
　　
‘‘The　Principlesげ 砺 7〃30尠 and 　Cont・
　 　 rast 　of （IOIoπrs ”
　　 Translated　by　Charles　Marte！
　　 London，1899 （3rd　ed ）．




　　 　　 　　　 　　 　 赤
図 8　 シ ェ ブル ルー の色環。シ ェ ブル ルー の hue ス
　　　 ケ ルー 。 中心 よ り円周に向う放射状の 線は ，各
　　　 々 20等分され，中心に 向 うほ ど白が， 周辺 に向
　　　 うほ ど黒が多く含まれ る。
　No13 ・ No14， 2 葉の ウィル ソ ン掛図によ る色
彩教育を マ ニ ュ ア ル によ っ て み ると ， そ の 目的は
次の 2 点に要約 される 。
　 1 ， 色彩を体系的に分類し区別す る力を養 うこ
　　　と。
　 2 ，色彩 の 調和 に つ い て の 理 解を深め る こ と 。
　こ の 2 点は ， 特に No 　14 掛図にお い て 詳く指
導 され る こ とにな っ て お り， No 　13 掛図は，は じめ の 引用 に もあ るよ うに ， 色彩教育に 当 っ て の
導入的性格が強い 。 つ ま り， No 　13 掛図｝こ よ っ て まつ 生徒を色彩に親 しませ る と とも に ，　 No 　14
掛図で 示 され る色彩 の 体系的概念に 少 しつ つ 触れさせ る意図がみ られ る 。
　まつ 色彩の 体系的分類法に つ い て 述 べ て み る 。 ウィル ソ ン の マ ニ ュ ア ル にお い て ， 色彩教育の
参考 とされた の が フ ィ ール ドと シ ェ ブル ルー の 理 論で あ っ た こ とは先に述 べ た。マ ニ ュ ア ル の 内
容や 図版よ りみて ， フ ィ ール ドの ChromatograPhy（1835年）およ びシ ェ ブル ルー の De　la　loi
du　contraste 　simultanti　des　couleurs （1839年）が参照 された もの と推i定で き る 。 こ の時期に は ，
ア メ リカ人 マ ン セ ル （Albert　H ，　Munsell， 1859〜 1918）が 先鞭を つ け ， 今 日で は一般的とな っ
た色の 3属牲 （色相 ・明度 ・彩度 ， マ ン セ ル で は Hue ・ Value ・Chroma ）を軸 とす る体系的色
彩分類法は まだ確立 され て い な い 。
　フ ィ ール ドと シ ェ ブル ール が分類の 尺度 とした の は ， 色 の 3 属性の 1 つ で ある色相に 相当す る
hue と，　tintと shade とい う概念で あ っ た 。 マ ニ ュ ア ル で は ， シ ェ ブル ール の考え方に 従 っ て ，
tint と shade を ま とめ て tone と呼ん で い るが ， さ らに lightや deep や dark と い う修飾語
を加える こ とに よ り， 色彩 の 多 くの 変化 に 対応 させ て い る 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒方 ；明治 と デザイ ン
　これを具体的 に説明す ると ， hue （色相）に は次の 分類基準を設 ける 。 まつ 3原色 （原 本で は
Primaries）を赤 ・青 ・黄と定め ， 隣接す る 3原色同志を混合 して 2次色 （Secondary　Co1Qrs）
を 得る。 これを柑 ・緑 ・紫 とする。 以上 の 6色を ， 色相を区分す るに 当 っ て の 標準色名と して 用
い る こ ととす る 。 従 っ て 2次色 と隣接する原色 との 混合に よ っ て 得られ る副 2次色 （Sub−Secon・
dary 　Colors，「色図釈』で は 「第二 属色」） は ， こ の 6 つ の色名の 組合せ に よ っ て 示 され る 。 こ
の 場合 ， 2次色 の 名が先 に来 る 。 即 ち柑赤 ・ 柑黄 。緑黄 ・緑青 ・紫青 ・紫赤 とな る 。 こ うして 定
ま っ た 12の 色相を色相分類の 基準 とし，さらに細分す る必要の ある場合 は，先 に触れたよ うに 1
か ら 9の 目盛に よ り 1 つ の 色相を 10等分 して 考え る こ ともで きる 。 従 っ て 殆 ど の色は ， こ の 12色
相の い つ れか の 部分 に 属す
’
る こ と とな る 。
　次い で 1色相 内で の 変化 の 度合い に応じて ， tintと shade の 区別を 附加す る 。　tintで 5段階，
shade で 5段階 ， つ ま り tone と して は 10の 段階の 区別が可能 とな る 。 マ ニ ュ ア ル は ， こ の分類
法 に従えぼ ， 最大 2， 430色 の 区別が可能だ と して い る。
　 こ の 分類法を基礎 と して ， マ ニ ュ ァ ル で は ウ ィ ル ソ ン 掛図 No　13で 示 され て い る色票の 解説が
な されて い るが ， こ の記述を 「色図釈 』甲の 記 述と比較す るとそ の 違い が明らか とな る 。 例を第
1 色図第四階の 柑色の グル ープに と っ て みよ う。和文が 『色 図釈』の 解説 ， 英文が マ ニ ュ ア ル に
お け る解説で ある 。
　　　朽葉色 　柑色ノ 濃キ者 ニ シ テ即暗琥珀色ナ リ
　　［　　　Amber ： Atransparent 　Dark −Orange ，　or 　a　deep　shade 　Qf 　Orange ・Yellew 。
　　　柑色　　黄赤ノ合色 ニ シ テ 日光所生 ノ色ナ リ
　　［　　　Orange ： ASecondary 　color ，　of　many 　tints，　hues，　and 　shades ，
　　　鮭色 　　松魚肉 ノ 色 ニ シ テ 火 黄 二 赤 ヲ帯 ヒ タ ル ナ リ
　　［　Salmon ：Atint 　of　Orange ・Red ．
　　　火黄　　柑色 ト黄ノ 合色ナ リ又 柑黄 トイ フ 原 ハ 熟皮ノ色ナ リ
　　［　　　Buff ：　 One　of　the　Orange ・Yellows ．　Many 　varieties ．
　　　酥色　　乳酪上 面 ノ 色ナ リ
　　［　　　Cream ： Alight　tint　of　Orange ・Yellow ．
　マ ニ ュ ア ル の 解説｝こ は ， 色相に関 して は 6 っ の色名 （Red ・Orange・Yellow・Green。Blue・
Purple） とそ の組合せ をも っ て 分類の 基準 と し， 1 色相内で の 変化 に は tintと shade とい う概
念で 対応す るとい う原則が 確立 して い る。こ れ に対し 『色図釈』で は ， 色の 状態を説 明するに と
どま り， 或 る基準を も っ て 色を 区別す る と い う考え方 は殆 ど理 解 され て い な い 。 酥色 （Cream）
の 解説などはそ の最た る例で あ ろう。
　 マ ニ ュ ア ル と 『色図釈』との 考え方の ズ レ は ， 上 に 示 した例以外 に もみ られるが ， 紙幅の 都合
上 こ こ で は上の指摘に止 めてお く。
　次に 色彩調和 に つ い て で あ るが ， こ の 点に つ い て もマ ニ ュ ア ル で は フ ィ ルー ドとシ ェ ブル ール
の 理論に もとづ き ， 詳い 解説がなされて い る 。
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　色彩調和 の 解説に 当りマ ニ ュア ル は ， まつ 掛図 NQ 　14 の 色環 （Chromatic　Scale）の 構成の 説
明か らは じまる 。 こ の 色環を用 い て ， 調和の とれた色の 組合せ を具体的に例示す るた めで ある 。
　色環の 構成 に つ い て は ， 第 1色図およ び，『色 図 釈』乙 の 引用 にみ られ る通 りであ る 。 た だ ，
色環上 に ある赤 ： 5 ，黄 ： 3 ，青 ： 8あ るい は柑赤 ； 13等の数字の 由来に つ い て も色彩調和 と関
連 して い る の で 触れ て おか ね ばな らな い 。
　掛図 No 　14の 色環がフ ィ ール ドの ChromatograPhyよ り引用 され た こ とは先 に触れ た 。 （）hro−
matograPhy に よれ ば ， 上 の数値は次の よ うに して 定 め られて い る 。
　 フ ィ ルー ドは赤 ・黄 ・ 青を色彩 の 3 原色 として い る 17）。そ して こ の 3色 を 5 ： 3 ： 8 の 割合で
混合 した場合 ， お互 い が 中和 し合 っ て 無彩色 となる とし， これを 「完全な調和」 と呼ん で い る 。
こ の 考え方は ， 彼独 自の考案にな る Metrochrome と名づ けられた 装置 によ る実験を通 じて 得
られた もの で あ る （図一 9 ）。 こ の Metrochrome は ， 3原色で ある赤 。黄 ・青に 着色 され た液
体によ っ て 満た され た ， 3 つ の ガ ラ ス 張 り容器よ りな る 1B）。 こ の 容器 は全体が 「くさび形」 をな
し， 三 角形をなす両側面およ び底面は真鋳で カ バ ーされ て い る 。 三角形の 側面の 一方には ， 底辺
に平行に等間隔で 区切 られた32の 目盛が きざまれ て お り， これは容器の 中の 色溶液の 層 の 厚 さ に
対応 して い る 。 従 っ て 数字の 32は ， 「くさび形」容器 の 液 層が一番厚 くな る部分を指す 。 3 つ の
容器 は それぞれ赤 ：Eruthrometer ，黄 ：Xanthometer， 青 ：Cyamometer と名づ け られ た 。
　 こ うして 得 られた 3 つ の 容器 を ， 「くさび形」
の 頂点が 向き合 う形で 別の 容器 に収 め る 。 こ の
つ き抜ける形で 小孔 が 2 コ 開 け て あり， こ の小
孔を通 して 明る い方をみ ると ， 赤 ・黄 ・青 の溶
液を通 り抜 けた色光が みえ る とい う仕組み で あ
る 。 3 つ の 「くさび形」容器 は任意に 出 し入れ
が で き ， 赤 ・黄 ・青の 3色 そ れぞ れに ， 光が通
り抜 ける 溶液層 の 厚さ も加減す る こ とが で き
る 。 もち ろん容器 の 1 つ を抜 い て 残 りの 2 つ ，
つ まり 2色 の組合せ を見 る こ とも可能で ある 。
こ うした調節を試み た の ち ， 容器側面 の 目盛 り
で 赤 ： 5 ， 黄 ： 3 ， 青 8 と組合わ された とき ，
小孔よ り見え る色光が無彩色に な るとフ ィ ール
ドは い い ， こ れを完全な調 和状態 とみ る 。 こ う
して 得 られ た の が フ ィ ール ドの Chromatic
Scaユe で あ り ， こ の 中で 示され る数字は混 色の
結果そ の 申に含 まれる もとの 3 原色の ， そ れぞ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒方 ：明治とデザイ ン
の 緑は ， 原色 の 黄 ： 3 と青 ： 8 の混合 ， つ まり 3 ＋ 8 ＝＝　11とい うこ とにな る 。 他の 色名に付 され
た数字に つ い て も同 じ こ とが い え る 。
　色彩調和に つ い て は ， フ ィ ール ドは次の よ うに考えた。即ち調 和関係を生む配色 とは ， そ こ に
用 い られて い る各色の 3 原色構成比が ， 無彩色を生む赤 ： 5 ， 黄 ： 3 ， 青 ： 8 に な る よ うな配色
が好 ましい 19）。 例え ば ， 1色 に対す る調和色 は そ の補色 で あ るが ， 具体的に赤を考え て み る と ，
そ の 補色 は Chromatic 　Scaleで は緑 とな る。 赤は 5 ， 緑は 11で あ るが ， こ の 緑の 11とは原色 の
黄 ： 3 と青 ： 8 の 混合で 生れた もの で あり，赤 と緑の 調和の 中に は ， 赤 ： 5 ， 黄 ； 3 ， 青 ： 8 の
関係が存在す る こ とにな る 。
　次に 2 色 に対 し調 和す る 1色で は ど うか 。例 えば 赤 と柑 色 （オ レ ン ジ色） とに 対 して は ，
Chromatic　Scaleで ， こ の 2色の 反対側に来 る緑青色 が 調和 あ る組合せ と して選ばれ る 。 こ の
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とな り， フ ィ ルー ドの い う完全 な調和 と一致す る 。
　こ の よ うに して マ ニ ュ ア ル で は ， 具体的な調和 の
例が，色名を組合せ た表 として も掲げ られ て い る 。
上に み たよ うに，フ ィ ール ドの色環は単に混色 の 原
理 を図表化 しただ けで な く ， 色彩調和 を定量化 し ，
調和ある配色を選ぶ 際の利用 の便を計 ると い う特徴も兼ね そなえ た もの な めで ある 。
　こ の他色彩調和 に つ い て は ， 有名な シ ェ ブ ル ール の 調和 理 論中 の ， 色 の 併置に よ っ て もた らさ
れ る色相や 明度の対比現象な ども紹介されて い る 。 ただ ， シ ェ ブル ルー の原著 は ， 英訳 され た も
の で も 400頁 を越えて お り， マ ニ ュ ア ル の 30頁で は非常に簡易化された もの とな っ て い るの は や
む を得な い所で あろ う。
　こ こ に み るよ うな当時の 色彩調和理 論 に つ い て も ， 「色 図 釈』で は殆 ど顧慮さ れて い な い こ と
は，先 の 『色図釈』の 全 文引用 をみ て も明 らか で ある 。
一 5 一
　『文部省第四年報』（明治 9年度）に ， 西村茂樹 （1828〜1902）の 「第二 大学区巡視功程附録」な
る報告書が収録 されて い る 。 これは ， 当時師範学校で定 め られ実施に移され て い た 「小学教則」に
もとつ く掛図に よ る小学校教育 の 問題点を指摘した もの で ， 「色図」 に 関 して は次の よ う に あ る 。
　　 〔色図〕　 色図ハ ， 童子 二 七色 ヨ リ其他 ノ重立 タ ル 色 ノ名 ヲ教 フ レ バ 事足 ル ベ シ 。 然ル ニ 方
　　今 ノ 教授法 ハ ， 正 色 ， 間色 ， 或ハ ニ 等色 ， 三 等色ナ ドトイ ヘ ル 光学専門ノ語 ヲ教 フ ル ヲ以テ
　　■　　■　　の　　　　　　コ　　　　．　　コ　　　　ロ　　．
　　童子 ハ 其何故タル ヲ解 セ ズ ， 唯教師ノ ロ真似ヲ ス ル ノ ミナ リ20）。（傍点筆者 ， 以下同 じ）
　そ して 改善策 と して
　　 〔色図〕　 色 図ハ 唯 ， 七 色其他 日常用 フ ル 所 ノ 諸色 ノ名 ヲ教へ ， 又 生徒 ノ 目前 二 在ル 諸物ヲ
　　指 シ テ其色 ヲ教 フ ル ヲ可 トス 。 配 合ノ 理 等 ハ 物理 学二 於テ 自然 二 之ヲ知 ル コ トヲ得ベ シ 。 但
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　　シ 従来ノ 色図 ハ 之 ヲ改製ス ベ シ 21）。
と提案 して い る 。
　また 先に掲げた 20冊 の 「色図」解説書中， 1876（明治 9 ）年 8月新刻 ， 山梨県師範学校編 『色









此図ハ 何ノ 区分 ヲ示 シ タ ル ヤ
此図ハ 某色 卜某色 ト混合 シ テーノ色 ヲ生シ更二 混合シ テ 又百般ノ色 ヲ生 ス ル 原因ヲ示
ス モ ノ ナ リ （中略）
緑十一 卜紫十三 ヲ混合 ス ル トキ ハ 何等 ノ 色 ヲ生ズ ル ヤ
橄欖色廿四ヲ生ズ 22）
　所が同 じ山梨県師範学校蔵版 ， 翌年 1877 （明治10）年 9月出版の 「色図解」で は ， 凡例に次の
よ うに記 され て い る。
　 　 　 　 　　　．　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　の　 　　　ロ　　コ　 リ　 リ　 リ　 　　 り　　　　　　　コ　　ロ　　．　 の　 ■
　　
一 第二 色図ハ ，其 児 童 ノ 能力 二 適 セ ザ ル ヲ以テ ， 本県教則中之 ヲ授ケズ ， 故 二 亦之 ヲ 除
　　ラ…
　学校教育の現場に お い て ， 西村茂樹の指摘 した状態が間違いな く存在 した の で あ ろ う 。 今 日 に
おい て も， 実習を伴わない色彩教育は大変困難で ある 。 美術教育 の 一環 と して 行なわれ た訳 で も
な く， また表現材料 の 絵具す ら入 手がむ つ か し か し か っ た当時 に あ っ て は ， （例え ば 水彩 絵具の
国産化着手 は1891〈明治24＞年）掛図 と問答に よ っ て 色彩を学童に 理 解 させ る こ と ｝こ は矢張 り限
界 が あ っ た と考え るべ きで あろう。 まして ウィ ル ソ ン の マ ニ ュ ア ル で は r色図」 の科学的意義 と
使用の 目的が明確に されて い た の に対 し ， 上 にみて来た よ うに ， わが 国の 「色図」およ び そ の 解
説書で は ， 「色図」 の 表面 的な 内容の みが簡略化 して とりあげ られ ， そ の 背後 にある科学性の あ
る論理 は殆 ど捨て さ られ て い た 。
　こ れで は西村茂樹の 指摘す る 「童子 ハ 其何故タ ル ヲ解 セ ズ 」 もまた無理 か らぬ所で あ っ た とい
わね ばな らな い 。
　1879 （明治12）年 9月 ， 「色図」が生れるもとで あ っ た 「学制」が廃止 され ， 新た に 「教育令」
が公布 され た 。 「学制」 の実施に伴い ， そ の 内容がわ が国の 実 情に そ ぐわず改 正 すべ き点が多 々
み られた ため で ある 。 こ の 「教育令」 は新 しい 教育制度の 大綱を定め た の み で ， 教育 内容の 細目
は ， 例えば小学校教育 に 関 して は 「小学校教則綱領」 と して ， 1881 （明治 14）年 5月 に公布され
て い る 。
　1876 （明治 9）年頃を境 と して ， 教育の 現場で の 実情 に則 して そ の 内容 の 縮少を余儀な く され
て い た 「色図」教育は ， 「小学校教則綱領」公 布に伴 い 完全 に姿を消す こ と とな っ た 。 「色図」 の
存続期間 は ， 実質的には 1873（明治 6 ）年よ り 5 ・6年 の短期間で あ っ たと推察 され る 。 短命で
はあ っ たが ， 「色 図」はわが国 における色彩教育の は じまりとして 意義が深 く，また僅か なが ら
も当時 の 欧米 の 色彩教育事情を伝え て い る点 で は貴重 な存在で あ っ た とい え よ う 。 こ の の ち， 色
彩が ふ た た び教科書の 中に 登場す るの は ， ユ894 （明治27）年 の こ とで あ る24）。
　本稿にお い て は ， わ が国にお け る色彩教育の は じま りと して の 「色図」の 消長を概説 して みた 。
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注
1） 「学制」　 ○大学　第三 十九章　明治 5 年 8 月　目本科学史会編 「目本科学技術史大系」第 8巻 教育
　　1　 1964　第門 法規出版株式会社　210ペ ージ
2 ） 「学制」　 ○教員ノ事　第四 十章前掲書　210ペ ージ
3 ） 「学制」で は尋常小学校をもっ て 小学校の 標準 と し，こ れを下等小学校 （6 才か ら9 才まで ）と上等小
　　学校 （10才か ら13才ま で） に二 分 した。 さらに上等 ・下等各 4 年間の 課程を 6 カ月単位の 8 つ の 級に区
　　分 し，第 8級には じま り第 1級 で 終了す る もの と定め た 。 教科は 師範学校制定の 「小学教則」で は 「読
　　物」 ・「算術」 ・「習字」 ・ 「作文」 ・「書取」 ・「問 答」 ・「復 読」 ・「体 操」の 8 科 目が あげ ら
　　れ ， 各級毎に 教科の 内容が定め られ て い た。
4 ）　「設立 趣 旨書及規則書」 『創立六 十年」昭和 6　東京文理 科大学 ， 東京高等師範学校　4 ペ ージ
5 ）前掲書　 5 ペ ージ
6）形式は 『色図釈」（丹波　内藤半七 ・ 京都　田中治兵衛分） の ように ， 「色図」 2葉に対 し甲 ・乙 と解説
　　を分 け て 行な い ， 全 7丁 （14ペ ージ）よりなる もの か ら，『小学色図解』（富士越金之助分）の よ うに ス
　　ミー色の 印刷で は あ るが ， 「色図」 2 葉の 縮少図版入 りで 解 説 17丁 （34ペ ージ ， こ の 外 「緒言」 4 丁 7
　　ペ ージ分あ り。） に わ た る もの ，さらに は 『色図問答」 の よ うに，「色図」 2 葉共多色刷りで 2 ペ ージ ，
　　本文解説に も色見本を刷 り込んで 20丁 （40ペ ージ）よ りな る もの まで，簡便なもの か らある程度詳細な
　　もの に わ た っ て い る。
7 ）大槻文彦 ・榊原芳野 「色図釈」　 丹波　内藤半七 ・京都　田 中治兵衛　出版年月不詳　奥付に は 「文部
　　省御蔵版飜刻」 とあ る。
8）富士越金之助 『小学色図解」明治 8　万笈閣　一丁
9）家原政紀 「色図問答』明治 9　滋賀新闘会社 一丁
10）前掲 「小学色図解」　 九丁
11）前掲 「色図問答』　 七 丁
12）表題 に ある 0励 o’ Lessons（「実物教授」，以下 ミオ ブジ ェ ク ト 。 レ ッ ス ン ミ と記す。）とい う言葉に触
　　れ て おか ねばな らな い 。「色図」に よ る色彩教育も， こ の オ ブ ジ ェ ク ト。レ ッ ス ン の 概 念よ り導入され
　　て い る か らで あ る 。 オ ブ ジ ェ ク ト ・レ ッ ス ン は ， わ が国で は 「庶物指教」あ るい は 「示物教授法」 と し
　　て 紹介され て い る 。 1878 （明治11）年， 文部省が刊行した ア メ リカ 入 シ ェ ル ドン （Edwerd 　A ，　Sheldon，
　　1823〜97）に よ る 『塞児敦氏　庶物指教』は，原題を Lessons　on　Objeetsと し て い る が，その 教育法
　　の 目的とす る とこ ろ は，「児童 ノ五 官 ヲ修開 シ 観察カ ヲ発達鋭敏 ナ ラ シ メ以 テ其 五 官 ノ 達 ス ル 所 二 在ル
　　万 物 二 能ク 注意セ シ メ 」，「児童物質 ノ 想像 ヲ心 二 発 シ タル 時之 ヲ名状ス ベ キ詞 ヲ授 クル ハ ノー ・以 テ 他 日
　　語学 ヲ習 フ 予 備 トナ シ ハー 以テ 平生 観察 ス ル 所 ノ 世上 ノ 物体 ヲ名状 ス ル コ トヲ得ペ キ 小字彙 ヲ 授ケ ン ト
　　ノ 旨趣 ナ リ此 ノ如 クナ レ バ 其観察力及言語 トモ ニ 発達 ス ル ニ 至 ル ベ シ」（『塞児敦氏 庶物指教」 原序
　　3 〜4 ペ ージ）とい う点に あ っ た。こ の 引用 にみ られ る通 り，オ ブジ ＝ ク ト・レ ッ ス ン の 原理 は，「直
　　観」 を重視 し，認識の 基本と し て の 「数」，「語」，「形 」 と 「直観」 に よ り，的確な概念が 構成され る と
　　い う有名なス イ ス の 教育者 ペ ス タ ロ ッ チ （Johan　Heinrich　 Pestalozzi，1746〜1827）の 教育思想 に端
　　を発 して い る。彼の 教育思想は 広 く全世界 に影響を及ぼ した が，こ の ペ ス タ ロ ッ チ の教育思想に強い 感
　　化を受け，独 自の 方法論を展開 し た イ ギ リス 人に チ ャ ルー ス ・メ イ ヨ ー （Charles 　Mayo ， 1792〜1846）
　　が い た。彼 の 提唱 した ペ ス タ ロ ッ チ 主義の 具体的方法がオ ブジ ェ ク ト・レ ッ ス ン 「実物教授」法で あ っ
　　た。メ イ ヨ ーは彼 の 教育法の 普及 を計るた め，「本国お よび植民地学校協会」（The　 Home　 and 　 Colo−
　　nial 　Infant　School　Society） を組織 した が，こ の 組織を通 じ て メ イ ヨ ーは，1859年 カ ナ ダ ・トロ ン ト
　　市 で 開催 された博覧会に オ ブ ジ ェ ク ト・レ ッ ス ン の ための 教材 ・教具や解説資料を出晶展 示 した 。
　　　これ らの 展示 物に非常な感銘を受け た の が，先に触れ た ア メ リカ人 シ ェ ル ドン で ある。トロ ン トの 博
　　覧会 の 2年後，市立師範学校と して は ア メ リカ で第 1番 目の ，ニ ュ ーヨ クー 。オ ス ウィ ーゴ 師ー範学校
　　（Oswego 　Normal　Schoo1）が開設され る 。 シ ェ ル ドン は その 初代校長 に任ぜ られたが，彼はこ の 師範
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　　学校を通 じて ， メイ ヨ ーの オブジ ェ ク ト ・レ ッ ス ン をア メ リカ の 教育界に普及させ る こ とに 力をそそレ・
　　だ 。 こ れ をオ ス ウィーゴ 運ー動 （Oswego 　Movement ）とい う。 以後1860年代 よ り80年代 に か けて ，ア
　　メ リカに お い て こ の オ ブ ジ ェ ク ト 。 レ ッ ス ン は 隆盛 をきわ め た 。
　　　ウィ ル ソ ン の オ ブジ ェ ク ト ・レ ッ ス ン ・マ ニ ュ アル も，こ うした時期 に ア メ リカ で 刊行 された 「実物
　　教授」書の 一つ で あ る。ち なみ に，先に紹介した シ ェ ル ドン 自身の 『塞児敦氏　庶物指教』は ， 1855年
　　ロ ン ドン で 出版された 0 励 o’ Lesson の 第14版 を底本 とし たもの で あ るが，こ れに は色彩関連 の 記述
　　は な い 。
13）わ が 国 に お い て，シ ェ ブ ル ルー の 理論が ， そ の 名と と もに紹介され た の は 次の 2 冊が比較的早い もの と
　　思わ れ る。塩田力蔵 「色 の 調和」明治 25 学齢館，お よび笠原健一 「配色法一斑』明治26 各々 12ペ ー
　　ジ と58ペ ージの 小 冊子 で あ る。前者で は 「仏人 シ ヴ レ ユー 氏 」， 後者で は 「仏人志波留氏 」 と して そ の
　　名 と理論の 一端が紹介され て い る 。
14）Marcius　Willson　A 　Manual （Of　fnformation　and 　Suggestions　for　O妙 o’ Lessons，　 in　a　course
　　of 　Elementary 　Jnstruetien　New 　York ， 1875（4th　ed ）CHART 　No，　 X 皿．　FAMILIAR 　COLORS
　 　 92ペ ージ
15）tone，　tint，　shade に っ い て は 適当な訳語 が ない ため， 原文 の まま用い る こ ととする。なお，フ ／ 一ル ド
　　の shade の 概念は シ ェ ブ ル ルー の そ れ と異な り，純色 ＋ 黒 の ほ か ，　 tint （純色 ＋ 白）に 黒 を加えた 場
　　合も含まれ る 。
16） ア メ リカ 人 マ ン セ ル に よ っ て 色 の 体系 的分類法が確立 され た 背景 に は，こ の マ ニ ュ ア ル の 存在が重要 で
　　あ っ た と考 え られ る 。 特に こ こ に と り入 れ られ てい る色相 の 10分割や tone の 10分割つ ま り10進法に よ
　　る色 の 数的分類尺 度は，マ ン セ ル に大きな示唆 を与えた もの と筆者は推定して い る 。 マ ン セ ル の 考案し
　　た色彩分類体系 と し て の マ ン セ ル シ ス テ ム は，そ の 修 正 マ ン セ ル シ ス テ ム がわ が 国の JIS標準色票 に と
　　 り入 れ られ，ま た ア メ リカ や イ ギ リス の 色彩基準と し て世界 に そ の 名を知られ て い る 。 彼の シ ス テ ム で
　　は，色相 ・明度 ・彩度 （Hue 。Value・Chroma ） を 3 っ の 軸と し ， お の お の に 10進法にお ける ス ケ ルー
　　を用 い て 色 を分類 ・ 表示 す る こ とがで き る 。
　　　マ ン セ ル は 1858年ア メ リカ の ボ ス トン に生 れ た 。 早 くか ら絵 と色彩に関心 をい だい て い た が ， ノ・イ ス
　　ク ルー 卒業後， ア メ リカで は じめ ての 美術師範学校 で あ る ボ ス トン の Massachusetts　 Normal　 Art
　　Schoo1（1873 年創 立 ） に 進学す る 。こ こ で 彼 は 外 国 留学生の 資格 を得，パ リの Acad6mie　Julianに 学
　　び ， パ リで Catherine　deMedici 奨学生 の 栄を受け ， こ れ に よ っ て さ らに ロ マー で の 研鑚 をつ ん で い
　　 る。帰国後 に は師範学校で色彩と芸用解剖学の 講師を勤め，19ユ5年ま で その 職に あっ た。
　　　 こ うし た経 歴 よ りみ て ， マ ン セ ル が ア メ リカ の 教育事惜 に は 十 分通 じて い た と考 え られ，ウィ ル ソ ン
　　 の マ ニ ＝ アル に み られ る色彩解説 の 記述 に も接 した もの とみて よい 。
　　　1898年 に，彼 の 有名 な色彩体系 を創案 し，1905年 に は こ れ を
”AColor 　Notation ” と し て 発 表 して
　　 い る。（以上 Faber 　Birren　A 　Grammer 　
’of 　Clalor　New 　York ； Van 　Nostrand　Reinhold 　Company ，
　　1969他 に よる 。 ） ビ レ ン に よれば， マ ン セ ル は ドイ ッ ・ロ マ ン派 の 画家オ ッ トー・ル ン ゲ （Philip　Otto
　　Runge ，1777〜181G）が提案した色立体で あ る Farbenkugel 「色彩球」 （1810年）を知 っ て お り，また
　　 コ ロ ン ビァ大学 の 教授 オ グデ ン ・ル ード （Qgden 　N．　Rood ， 1831〜 1902）の 著作 Modern 　Chromatics
　　　（1879年）に も強い 影響 を受けた との こ と で あ る 。 こ の 著作は シ ェ ブル ルー の 色彩調和理論とと もに，
　　 印象派 に も影響を与え た とい わ れ る。
17）色料 （絵具な ど）の 3原色に限 らず，光 の 3原色 をも赤 ・黄 ・青とす る 説は長い 間 主流 をしめ て い た 。
　　 フ ィ ルー ドもその 考 え方 を とっ て い る。光の 3原色が赤 。 緑 ・ 青紫で あ る こ とに つ い て 示 唆を与えた の
　　 は，イギ リス の 医学者 ・物理学者 ・エ ジ プ ト学者の トマ ス ・ヤ ン グ （Thomas 　 Young ，1773〜1829）
　　 で ，1802年 の こ とで あっ た。こ の の ち，イギリス の 天才物理 学者 ク ラーク ・マ ッ クス ウ ェ ル （James
　　 Clark　Maxwel1，1831〜1879）も光 の 3原色は 赤 ・ 緑 ・ 青紫 で あ り， こ れ を も赤 ・ 黄 ・ 青とす る説 に 終
　　 止符を打とうと したが， 当時イ ギリス に お い て物理学 の 大権威 とされ て い た ブ リ ュ スー ター （David
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　　Brewster，1781〜1868）で さ え，赤 ・ 黄 ・ 青 を光の 3 原色と し て い たた め ， 19世紀半ば頃 は ， 赤 ・黄 ・
　　青 3 原色説が有力で あ っ た。 「色図測 や ウィル ソ ン の マ ニ ュ ァ ル にお い て ， 太陽の 白色光が 赤 ・黄 ・
　　青の 3原色よ り再現で きる とする考え方は，こ の 間の 事清を反映した もの で あ る。
18）溶液は ， 赤に 「水 で 薄め た あか ねの 濃縮チ ン キ」， 黄に 「サ フ ラ ン の 水成チ ン キ」，青に 「硫酸銅の 永溶
　　液」を用 い る とある 。 （前掲 Chro”UtograPhy　98ペ ージ）
　　　なお各液の 濃度を等 し くす る には，溶液に光を当て ， そ の 影 の 濃さが等 し くな る よ う調整す る こ と と
　　 して い る。
19） フ ィ ルー ドはこ の 比率を， 調和あ る配色の ， 各色の 面積比 に置き換えて 考えて い た。
2G）西村茂樹 「第二 大学区巡視功程附録」明治 9　前掲 「目本科学技術史大系』第 8 巻 247ペ ージ
　　　また ， 「正 色」は 『色図釈」 に おける 「原色」に ， 「間色」は 「第二 色」 に相当する 。
21）前掲書　248ペ ージ
22）山梨県師範学校編 『色図教授法」明治 9　甲府　温故堂　九丁〜十一丁
23）金子尚政 ・田rl小作編 「色図解」明治10 山梨県師範学校 凡例
　　　なお ， r色図解』に お い て編者が 「故二 亦之 ヲ除ク 」 と記 した の は 1877 （明治 10）年 7 月 とな っ て い
　　る が，同年 8 月改正 の 「東京師範学校附属小学教則 」 で は，なお第 8級，第 7級 ， 第 6級 に お い て 「色
　　図」を教科内容に組み 入れ て い る 。
24）中村 　亨 「目本美術教育の 変遷』昭和54　日本文教出版株式会社， 85ペ ージ に は，岡　吉寿 「小学毛筆
　　図 画 臨 本』（教師用）明治27 敬業社刊 に 色彩の 指導 と して の 「色の 分類」等の 項目の ある こ とが記載
　　されて い る 。 こ の 頃は ， 「教科書用図書検定条例」が 公布 され （1886＜明治 19＞年 6 月）検定制度が導
　　入 されて い た時期 に なる。
　　　1879 （明治 12）年よ り1894 （明治 27）年にか けて ， 検定以前も含 め，美術 （図画）関係教科書 の 出版
　　は 約150冊 を数 え る。（山 形 寛 「日本美術教育史』昭42， 黎明書房中の 教科書表 に よる。）もちろ ん こ の
　　中に は ， 用器画法 ・透視画法等直接色彩と関連 しない もの も含まれ る 。 また内容も， 形態描写 ・運筆 ・




「毛筆画手本」 の 解説 に は 次の よ うに あ る 。
絵具 ハ 藤黄 （黄色）， 洋紅 （赤色），洋 藍 （青色） ノ
三 種 ヲ用 フ
第一図 先ヅ青 ニ テ 二ー 三 ヲ塗 リ，乾 キ タル 後，赤
　　　　ニ テ 三 四 五 ヲ 塗 リ，更 二 乾キ タル 後 ， 黄 ニ
　　　　テ 五 六一ヲ塗ル ベ シ。黄 ・赤 ・青ノ 三 色 ヲ
　　　 三原色 ト称 シ ， コ レ ラ ノ 原色 ヲ合 シ テ得ル
　　　 緑，紫，橙 ヲ第二 次色 トイ フ
　　　 ニ 原色合シ ヲ テ 得タ ル 第二 次色 ト．残リノ
　　　 ー原色 トハ 互 二 余色 ナ リ トイ フ ， 例ヘ バ 紫
　　　　ト黄 ， 緑 ト赤 橙 ト青ノ 如シ 。
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150冊 の 全て に わた っ て 通 覧 した 訳 で は な い の で，前述の 「小 学毛筆図画臨本』以外 に も色彩 の 項 を設
けた教科書が存在す る 可能性 は あ る。な お，こ の 本の 中で の 色 彩に関す る 記 述 は ，「諸色は 明暗両極の
間 に 駢列す る 者 に して 白黒 は 各一方 の 極 を表 し 白の 次に 最も近 く類似せ る もの を黄 と し暗 に近 く陰影 を
帯び た る は青 に して 」にみ る よ うに，遠 くは ギ リシ ヤ の ，近 くは ゲ テー の 色彩論に共通 して い る 。
　 こ の の ちも，教科書は教育制度 の 移 り変 りと と もに 改訂され る こ とと なる。
　1903（明治36）年 に は教科書 の 国定制 が ひ か れ る が，こ の 翌 年 ， 「図画教育調査 委員会」 の 報 告 が官
報で発表され て い る。こ の 中に 「色彩 ノ識別及著色」の 項が あ り内容を引用 してみ る と， 「凡 ソ児童 ノ
色彩二 於 ケ ル ヤ 先之 ヲ識別 ス ル コ ト ヲ習 フ ニ ア ラス ン ハ 之 ヲ使用 ス ル ニ 於 テ 困難ナル コ トア ル ヘ シ故二
著色 ノ練習二 先チ テ色 ノ 名称配列等ノ事ヲ実物二 照シ テ説明シ 以 テ児童 シ ヲ テー般色彩 ノ性質 ヲ了解 シ
得ル ニ 至 ラ シ ム ヘ シ」（前掲 『日本美術教育史」 259ペ ージ所収）「色図」教育の 目的がこ こ に至 っ て は
じ め て 了解 され た 感が あ る 。 1905 （明治38）年発行 の 白浜徴に よ る r高等小 学毛筆画手 本』男生用第四
学年第 1 ペ ージには 3原色とそ の 混含に よ る 2 次色を三 角の 図形の 中に示 して ある（図一10）。 こ の 図形
の 起原 に つ い て は不明で ある。
　1907 （明治40）年 の 「小 学校令」改定 に伴 っ て 翌年よ り 「新定画帖』が 出現す る（図一11）。 こ こ に登
場す る 色彩教育 は，図に み る よ うに ， ア メ リカ の 　Text　 Books （ゾ Art　 Education を底本 と した も
の とい われ，著者は Hugo 　B．　Froehlichと Bonnie 　 E．　Snow の 2人，　 The　 Prong　Educationa！
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緒方 ：明治とデザイ ン
図12Hugo 　B，　Froehlich，








Book 　 Iにお け る色環 Book　 I に お ける混色実習例 。 な お
同様の 試み が，Book 工で もなされ
て い る。こ こ で は 『新定画帖』との
関連が よ くうか がえる Book 且 の 図
版 をと りあげた。
に求 め られ た こ とは興味深 い。
　ア メ リカ の 色彩教育に は，ウィル ソ ン をは じめ と して ， 先述の オ グデ ン ・ル ード， マ ン セ ル ， ハ バー
ード大学教授デ ン マ ン ・ロ ス （Denman 　W ，　 Ross）ある い は ダウ （Arther　W ・DQw ）， バ チ エ ル ダ
ー
（Emest 　A ．　Batchelder）らの 色彩研究者やそ の 実践者が続出 し，現在 に その伝統の 息吹き を伝 え て い
る。
　こ れ ら研究者の 足 跡 に つ い て も，わ が国の 色彩教育史 と併 せ て 稿 を進 め た い が ， 紙幅の 都合上　他日
を期 した い 。
Q 　本稿脱稿後 唐沢富太郎に よ る r明治初期教育稀覯書集成』（復刻版　昭和55〜56 雄松堂書店，全36
　冊）を通覧す る機会を得た 。 こ こ で は同シ リーズ （一）の 解説 に，『小 学入 門」（明治 7 ．文 部 省）
『
に お
　け る 「色図」 が カ ラ でー 採録 され て い る ほ か ，次の 「色図」関連の 書物が復刻 されて い る。
　 『明治初期教育稀覯書集成』 （一） で の 復刻分
　　●富士 越金之助 『小学色図解』明治 8　万笈閣
　 『明治初期教育稀覯書集成』　（二 ）で の 復刻分
　　●水渓良孝 『小 学懸図問答』下　明治 9　京都　三 書堂




工工一leotronio 　 ibra y 　
